
第１回 消えた兵舎の謎
※注意※

本コーナーでは
・長過ぎる前置き
・度重なる脱線・逸脱
・（筆者の）独自解釈
以上の要素を含みます。ご注意ください。

と言うわけで新コーナースタートで
す！筆者（中の人）は以前白壁兵舎広報
史料館で１年半ほどの期間、案内係を勤
めていたことがありました。
案内係として毎日館内の展示物を見て
いると、「あれ？」と思う部分が出てき
ます。そこでこの企画ではその「謎」の
いくつかを紹介し、掘り下げていくこと
で何かしらの発見をできれば、と思い書
き始めてみました。
記念すべき第１回はこの兵舎に纏わる
部分を取り上げていきます。

本気で見学すると一回りするのに数時間かかる人もいる白壁兵舎広報史料館。
入館無料ですので、是非一度はご覧になることをオススメします。

（記事中の写真は史料館内で撮影したものです。全般的に照明の関係上、反射
光が映り込んでしまっていますがご了承願います。）



現在史料館となっている白壁兵舎は元々明

治７年（１８７４年）に建造されたもので、

新発田兵営（今でいう駐屯地）の中でも最古

のものになります。その後、兵営の拡大に伴

い図のように営庭を囲んで同様の兵舎が建て

られました。兵舎のサイズは高さと奥行きが

約１１ｍ、幅は約１２０ｍ。２階建てで２個

中隊（２４０名程度）が居住できました。

ちなみに帝国陸軍の歩兵連隊の定員は一般

に平時は１０００人程度（今よりもずっと大

所帯ですね）で、これが有事の際には３００

０人程度まで増員されたそうです。ここに３

０００人も入ったのかというとやはり入り切

らなかったようで、動員（戦争が始まって召

集がかかること）が始まると出頭した人で

ごった返し、民泊（周辺の民家に宿泊）して

待機したという話もあります。

戦後、自衛隊の駐屯地となってからも兵舎

は「隊舎」となり使われ続け、逐次建て直し

を経て現在に至りますが建物の配置はほとん

ど兵営時代と変わらず、その面影を残してい

ます。

明治時代の新発田兵営の図（↑）
新発田駐屯地（史料館移築前）（↓）



いよいよ本題に入ります。まずはこちら
の図（右）をご覧ください。昭和２５年の
新発田兵営跡の配置図です。大学等の分校
舎として使用されていた頃のものですね。
問題はこの部分になります。

・・・なんか、不自然に空いてないでしょうか？
ちなみに昭和１１年頃の写真はこちら。（右図）
明らかに２棟の兵舎が建っています。

一体、この２棟の兵舎はどこへ行ってしまったの
か！？これが今回ご紹介する謎です！
（ここまで前置き）

↑昭和１１年に撮影された航空写真。確かに兵舎が２つありますね。



ここで戦後の新発田兵営の流れを説明

しますと、まず進駐軍（米軍）がここに

駐屯しています。戦後の治安維持が目的

でしたが、新発田地域は特に混乱も無く、

３か月程で撤収しています。その後は戦

地から引き揚げされた方の寮や新潟大学

の分校舎として使われています。

その期間中に２つの兵舎が忽然と消え

ているわけですね。何かと建物の所要が

多かった当時にわざわざ取り壊すとも思

えません。

どこかに手がかりは無いかと史料館内

を探し回り、史料館の資料室（書庫）に

辿り着きました。ここには戦前・戦中の

様々な書籍等が大量に保管されています。

とりあえず勤務員時代に一番よく読んで

いた「新發田聯隊史」を手に取りました。

よくよく読み返してみると、

そこには衝撃の事実が！！

（続く）
新發田聯隊史。新発田兵営の歴史と、各部隊の参加した作戦まで
詳細に記されています。まさに案内係のバイブルと言える一冊。

し ば た れんたいし



（続き）
新発田兵営の歴史のコーナーを見てみ
ると、そこに真実はあったのです。
右をご覧ください。当時の新発田町長
（当時は新発田市は新発田町でした）
による進駐軍関係の記録です。問題は
次のページです。↓

１１月３日（土）午前７時４０分、発火。

全焼しているじゃないですか！なんということ
でしょう。
詳細はわかりませんが、おそらく火の不始末で

しょうか・・・１１月ですし。そこはいいとして、
火事の当日に宴会が催されていることの方が個人
的にポイントが高い（？）ですね。さぞや微妙な
空気だったのではないかと思いを馳せざるを得ま
せん。



というわけで、今回の結論は「アメリカ人
が（事故で）焼いた？」です。
（米軍が火事の直接的な原因かどうかはわか
りませんので断定はできません）

兵舎が２棟も焼けるほどの火災でしたから、
よほどのことがあったのではないかと思いま
す。火の用心ですね。

因みにこの場所、後に自衛隊駐屯地となっ
てからは隊員食堂が建てられ、現在は隊員浴
場（お風呂）になっています。

白壁兵舎広報史料館は平成２６年に移築さ
れたものですが、新発田駐屯地内にまだ一つ
現存する兵舎があり、現在も倉庫として使用
されています。自衛隊は物持ちがとても良い
ですね。

さて、今回は以上となります。真相のわか
らないことを調べたり、あれこれ想像してみ
ることも歴史学習の醍醐味だと思います！ま
だ見たことがない方も、是非見学してみてく
ださい。（了）

↑再度登場。本当に焼いたとしたら「何してくれとんねん」
となるところですが、真相もわかりませんし、「昨日の敵は
今日の友」ということで。


